
 

 ２月１９日（木）の午後、第２回学

校保健委員会を開きました。この委員

会は、子どもたちの健康づくり推進の

ため、望ましい健康生活や環境を作る

ための話し合いを行います。児童、保

護者、教職員、医療関係者等の４者が参加して意見を交換します。お父さんやお母さ

ん、保健師の松本和子先生や学校医の鈴木秀幸先生などさまざまな大人が関わる中で、

子どもたちも視野を広げて考えるよい機会となりました。 

 今回は、学校保健委員会の取り組みが紹介された後の協議で、「ふわっとことば」

と「メディアとのつきあい方」に焦点が絞られました。  

「ふわっとことば」については、あいさつも含めた、心と心をつなぐ言葉の力の大切

さに気づき、実践力を高め

てきた子どもたちの様子が

伝えられました。 

「メディアとのつきあい

方」では、テレビやゲーム

を全く見ないのではなく、

時と場を考えたり、自分で

コントロールしたりする力

が問われていることを、改

めて確認する場となったよ

うです。 

 未来を担う子どもたちの心と体の健康について充実した意見交換となりました。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

※18 日より 

 お弁当と 

 なります。 
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意見交換のようす 

 ２日（月）全校集会、ＰＴＡ常任委員会 

 ３日（火）６年生を送る会、同窓会入会式 

 ４日（水）おはなしの部屋④、外国語活動 

 ６日（金）授業参観・学年懇談会 

 ８日（日）※ ＮＨＫ震災４年 

特別番組の放送 

１０日（火）いじめ問題対策連絡協議会 

１１日（水）外国語活動 

１２日（木）卒業式練習開始、後期児童会反省  

１３日（金）※ 中学校卒業式 

１６日（月）朝の会 

 

１８日（水）卒業式予行、外国語活動 

１９日（木）ＰＴＡ学年会計監査 

２１日（土）  ●   春分の日  

２３日（月）小高小 修・卒業式、 

ＰＴＡ会計監査 

２６日（木）教室移動 

２７日（金）離任式 



 

 

 

 

２月１１日の民報新聞によると、福島県の高等学校で１ヶ

月に一冊も本を読まない生徒は、男子学生で 58.8%、女子で 54.7%いるという記事が

載りました。 

本校の子どもたちはどうでしょうか。小高学校では、年間に低学年で 30 冊、中学

年で 20 冊、高学年で 10 冊の平均読書数を目標にしています。１１月に行った読書に

関する調査では、１ヶ月の平均読書冊数は、多くて 14.6 冊（４年生）、少ない学年は

2.8 冊という結果でした。子どもたちは、もちろん年間の目標冊数より多くの本を読

んでいます。１１月に一冊も本を読まなかったという子どもは、本校では２名でした。

本校の図書室だけでなく中央図書館で本を借りたり、学級文庫の本を読んだりしてい

る子どももいるので、実際はもっと多くの本が読まれていると考えています。  

課題もあります。たまたまなのかもしれませんが１ヶ月の間に本を１冊も読まなか

った子どもがいたことと、読んでいる本が年齢相応の、読み応えのある内容のものが

少ない傾向にあることです。現在、次年度の計画を立てている所ですが、これらの点

を改善していければと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２分間で何回跳べるかを競った、大なわ大会が終わりました。結果は、次のとおり

です。６年生が、流れるような跳び方で断然、トップの１位でした。５年生も練習の

成果が出て、飛躍的に記録を伸ばしました。３年生は６年生の跳び方に刺激を受けた

ようで、教室で現在も早回しの跳び方の練習をしています。 

 

尚絅大学の安藤正樹先生をお迎えして、２月１８日

（水）、低学年を対象に「独楽回し教室」を行いました。 

安藤先生は、１０年前から小高小に来て指導をいただい

ているので、子どもたちみんなと大の仲良しです。名人

の指導で、自分で独楽を回したり、友達と回っている独

楽の受け渡しをしたりして、楽しく学習していました。 

学年 記録（回） 学年 記録（回） 

１年 
６４ 

４年 ５９ 

２年 ５年 １３１ 

３年 ９８ ６年 １６５ 

 

 

優勝した６年生 

安藤名人からお話を聞く子どもたち 


